
　　いろいろな抗インフルエンザ薬

タミフル：大人用はカプセル、小児用とし
てはドライシロップがあります。ドライシロップ

に苦みがあって飲みづらい場合には、甘みを

つける単シロップをあわせて処方する場合も

あります。

リレンザ：毎日朝夕各2回の吸入を5日間
行う吸入薬です。年長児や大人にはこちらを

処方するケースが増えています。

イナビル：初日に1回吸入するだけでよい
薬剤です。一回の吸入が確実にできる年長児

以上に処方しています。

ラピアクタ：インフルエンザ薬としては唯
一の注射用製剤。点滴により投与します。  
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インフルエンザ
インフルエンザの治療法と予防法

イインフルエンザはインフルエンザウイル

スの感染により起こる感冒様感染症で

す。発熱・咽頭痛・筋肉痛などで発症し、気管

支炎、喘息様症状、胃腸炎などを伴います。イン

フルエンザウイルスは遺伝子型が毎年変化する

ため、何度でも感染します。ひと冬に2種類以上

のインフルエンザに繰り返して罹患する場合も

あります。

迅速診断キットによりA型・B型ともに、そ

の場で診断が可能となりました。鼻腔・

口腔から拭い液を採取し、10分ほどで結果が

でます。インフルエンザであっても、発症後間

もない場合には、この検査で陰性と判定されて

しまう場合があります。このため、発熱などのイ

ンフルエンザ様症状を認めてから半日ほどして

から来院されるのが望ましいでしょう。

A型・B型双方に有効なインフルエンザ薬

として、現在はタミフル・リレンザ・イナビ

ル・ラビアクタなどが用いられます。「タミフル」

の投与は原則1歳以上、とされますが、6ヶ月以

上の乳児に関しては医師の判断で使用が認め

られています。数年前、「タミフル」投与時の発

熱に伴う異常行動がマスコミに取り上げられて

大騒ぎとなりましたが、異常行動とタミフル投

与の間には特に因果関係はないとの結論に至

りました。ただし小児においては高熱の際、薬

剤投与の有無を問わず、夢遊病様の異常行動

を起こす場合がありますので御配慮願います。

極端な発熱は体力の消耗を招くため、大

人や年長児の場合は解熱鎮痛薬を併用

します。解熱後は自己判断で服薬中止していた

だいても差し支えありません。咽頭炎、気管支

炎などを認める場合にはあわせて抗生物質が

処方されます。

熱のある間は充分な水分接種を心が

け、消化のよいものを食べてくださ

い。入浴は体力を消耗しない限り構いません

が、乳幼児の入浴は高熱が続く間は控えた方

が良いでしょう。お尻がかぶれないための臀

部浴は構いません。 

周囲の人に飛沫感染しなくなるのは、抗

インフルエンザ薬を最期まできちん

と内服・吸入した場合、「熱が下がってから3

日間の後」とされています。熱が下がってから

3日以上してから登園・登校するよう心がけて

ください。

  インフルエンザ予防のため、手洗い・う

がい・室内の加湿などを心がけてく

ださい。また予防にはインフルエンザワクチ

ンが有効です。例年10月初旬より接種開始と

なりますので、流行前の接種をおすすめしま

す。

＊上の画像はインフルエンザの迅速診断キット
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２０１１年の冬は A型が2種類、B 型が1種類流行中です
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